
２００９年５月３１日から６月５日にかけてカナ

ダのバンクーバーで第８回 PACRIM（Pacific

Rim Conference on Ceramic and Glass Tech-

nology）が開催された。今回は ICG（Interna-

tional Congress on Glass）の年会も併催され

た。PACRIMは The American Ceramic Soci-

ety が主催し，日本，中国，韓国，オーストラ

リアの各セラミックス協会が協賛する国際会議

であり，１９９３年に初めてハワイのホノルルで

開催され，その後隔年で開催されている。今回

の開催地であるバンクーバーは，２０１０年に冬

季オリンピックが予定されている都市であり，

街は早くも五輪マークが飾られ開催に向けて活

気付いていた。学会会場のホテルはダウンタウ

ンに位置しており，周辺には観光客も多く見ら

れた。また，今時期のバンクーバーは日中を通

して１５～２０℃程度，外は朝５時ごろから夜１０

時ごろまで明るく，非常に過ごし易い季節であ

った。参加者には家族連れで来られている方も

多く，空き時間に家族で観光されている方もた

くさん見受けられた。本会議の規模は大きく，

ガラスに関する４つのシンポジウムを含む計

２７のシンポジウムで構成されていた。発表件

数は約１０５０件が予定されていたが，同時期に

発生した新型インフルエンザの影響により約

２００件のキャンセルがあったことは残念な点で

あった。

３１日の午後７時から会場ホテルの最上階（３４

F）にてウェルカムレセプションが催された。

会場からは近代的な高層ビル，港湾都市である
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ことを象徴する海岸と来航する船，さらに遠方

には高い山々を眺めることができ，参加者はい

ずれも窓越しの景色を指差しながら会話を弾ま

せていた。

学会期間中，TC（Technical Committee）

が開催され，各TCで議論が交わされた。筆者

自身は６月１日に行われたTC１８（Properties

of Glass Forming Melts）の会議に参加した。

TC１８は主にヨーロッパの大学，企業その他の

研究機関のメンバーで構成されている。今回日

本からは，滋賀県立大学及び弊社が参加した。

ヨーロッパではガラス製造に関する基礎的な研

究に対して産学で積極的に協力して進めていこ

うとする姿勢を強く感じた。また，筆者にとっ

て複数の研究機関が集まる会議は始めての経験

であったが，各大学や企業の研究方針や興味な

どを感じ取る上でもTCは貴重な場であると感

じた。

また，同日には PACRIM，ICG，GOMD（Glass

and Optical Materials Division）のプレナリー

セッションが開催された。PACRIMのセッシ

ョンでは，Corning のMiller 副社長，物質材料

研究機構の岸理事長，フロリダ大学の Prof．

Hench の３名による講演が行われた。また，ICG

のセッションではTCの活動に対する貢献を称

えたTurner Award が TC７（Nucleation，Crys-

tallization and Glass Ceramics）の Prof． Hoe-

land へ，GOMDのセッションでは，近年の傑

出した論文を称えるGeorge W．Morey Award

がオハイオ州立大学の Prof．Gupta へ，商業上

重要な新材質，現象，過程に対する研究の貢献

を称える Stookey Lecture of Discovery が中部

大学の小久保教授へそれぞれ授与され（他にも

受賞者はおられたが割愛させて頂く），各受賞

講演が行われた。小久保教授は「Development

of Novel Bioactive Materials based on Nuclea-

tion and Crystal Growth」の題目で受賞講演さ

れた。各受賞講演は２００人程度が聴講できる大

広間で行われたがいずれの講演も聴講者が多

く，質疑応答も活発であった。

６月２日以降は各シンポジウムの発表が行わ

れた。ガラスに関する４つのシンポジウムには

複数のセッションがあり，ガラスの構造や強度

及び光学特性などの各物性，非酸化物ガラスな

ど多彩な内容の発表があったが，ここでは筆者

が主に聴講したエネルギーと環境に関する内容

を紹介させて頂く。現在，ガラス製造ではガラ

ス溶融プロセスで消費されるエネルギーの削減

や，発生する温室効果ガスの削減が必要とされ

ており，各研究機関において溶融プロセスの最

適化や，新規プロセスの開発などが行われてい

る。特にオランダのTNOではシミュレーショ

ンを用いて排ガス濃度を計算し，発生するNOx

を低減させる方法を提案するなど精力的な研究

の紹介がなされた。エネルギーや環境に関する

セッションの発表者はオランダやデンマークな

どヨーロッパの方々が主であり，ヨーロッパ圏

でのガラス製造に対する環境意識の高さが伺え

た。

６月２日の午後５時から３時間，ポスター発

表が行われた。件数は約３００件であり，各々活

発な質疑応答が交わされていた。ニューガラス

フォーラムからは INTERGLAD Ver．７，I の紹

介があり，アルカリボロシリケートガラスの密

度やヤング率などを計算する方法について発表

されていた。現在，データも充実しており（デー

タ数２８０，０００以上），作成するガラスの物性を

予想する上で非常に有用な活動であると感じ

た。

６月３日の午後はエクスカージョンが催され

た。エクスカージョンは３つ用意されており，

各々が好みのプランに参加していた。筆者はエ

クスカージョンには参加せず，国内の企業，大

学の研究者の方々６名と共にバンクーバー近隣

を散策した。バンクーバーにはグラウス山とい

う観光名所があり，登山を楽しむことも可能で

ある。経緯は定かではないが我々も自力で山に

挑むこととなった。靴は革靴，服はジャケット

である。まず筆者が体力の限界により挫折し，

７名中５名の登山は１／４地点で終了した。登山
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口で見かけた登山者の装備との違いからまず察

するべきであった。登山を断念した５名は一旦

下山し，文明の力（ロープウェー，約４０００円

所要時間６分）を用い，残り２名の登山達成

者と合流した。研究に携わると運動する機会は

減るかもしれないが，精力的に研究を続けてい

くためにも日頃から体を鍛えておくべきだと感

じた。

余談ではあるが，今回は筆者にとって始めて

の海外発表の機会であった。英語に苦手意識を

持つ筆者は参加直前まで緊張と不安を抱えてい

たが，学会ではコーヒーブレイクの場やエクス

カージョン，カンファレンスディナーなどが準

備されており，参加者同士が話す機会を得やす

い状況が作られていたし，参加者も親切であっ

たため積極的にコミュニケーションを図ること

ができた。話しやすい雰囲気を作って頂いた学

会関係者や参加者の方々に感謝したい。

次回の第９回 PACRIMは２０１１年に開催さ

れる予定である。

グラウス山麓（左）と力尽きた筆者（右）
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